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特集  「みやこんじょ「みやこんじょ学」のススメⅡススメⅡ
私たちはふるさとのことを、どれだけ知っているのでしょうか？
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日
本
一の
肉
の
ま
ち

〜
「
選
ば
れ
る
産
地
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
〜

私たちが暮らすまち「都城」のことを見つめ直し、
「都城らしさ」を再発見すること、それが「みやこんじょ学」。

 ◇
ふるさとの持つ魅力に気付き、それを誇りとして次の世代の子どもたちに伝えていくことが、

このまちとこのまちで暮らす人びとを元気にしていきます。
◇

都城のルーツを紹介した第１弾「都城と島津家のつながり」に続き、
今回の「みやこんじょ学のススメⅡ」では

「日本一の肉のまち～選ばれる産地を目指した取り組み～」を紹介します。



「日本一日本一の肉のまち」のまち」
「選ばれる産地」を目指した取り組み

都
城
の
農
業
は
今･･･

　

温
暖
な
気
候
と
優
良
農
地
に
恵
ま
れ

た
本
市
の
農
業
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
で

も
有
数
の
産
出
額
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
約
81
・
6
㌫
※１

は
、
肉
用
牛
や
豚
、

鶏（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
な
ど
の
畜
産
物
が

占
め
て
い
ま
す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
土
も
の
野
菜
、
古

く
か
ら
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
お
茶
の

栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
で
は
雨
よ
け
・
加
温
ハ
ウ
ス

に
よ
る
果
菜
類
や
花
き
な
ど
、
多
様
な

農
業
経
営
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
農
家
戸
数
や

農
業
者
人
口
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
、
兼
業
化
が
進
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
牛
海
綿
状

脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
国
際
競
争
の
激

化
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し
て
お

り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
す
一
方
で
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ

せ
た
中
国
製
冷
凍
食
品
へ
の
農
薬
混

入
や
事
故
米
の
流
出
な
ど
、
食
の
安
全

や
安
心
を
脅
か
す
問
題
が
多
発
す
る
中

で
、
消
費
者
は
よ
り
一
層
厳
し
い
目
を

持
っ
て
産
地
を
選
ぶ
時
代
に
な
っ
て
お

り
、
国
内
有
数
の
食
糧
生
産
基
地
で
あ

る
本
市
で
も
、
産
地
間
競
争
に
勝
ち
残

る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
１ 

農
林
水
産
省「
平
成
18
年
農
業
産
出
額
」

統
計
調
査
よ
り

私たちが市外や県外の人に「都城市の基幹産業は？」
と聞かれたとき、大半の人は「農業」と答えるのでは
ないでしょうか。
けれど、実際に皆さんは本市の農業の現状をどれぐ
らい知っていますか？
「日本一の肉のまち」の紹介を始める前に、まずは都
城の基幹産業である「農業の今」を追いました。

「
選
ば
れ
る
産
地
」を
目
指
し
た
挑
戦

　

本
市
で
は「
選
ば
れ
る
産
地
」「
よ

り
信
頼
さ
れ
る
産
地
」
を
目
指
し
、

安
全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
付
加
価
値
を
付
け
た
、
多
様
性

と
独
自
性
を
持
っ
た
農
業
へ
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

①
安
定
供
給
の
基
盤
づ
く
り

　

高
木
町
の
農
事
組
合
法
人「
き
ら

り
農
場
高
木
」
で
は
、
高
齢
化
な
ど

で
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
遊
休
農
地

を
借
り
入
れ
、
地
域
の
農
業
者
が
中

心
と
な
っ
て
作
物
を
生
産
す
る
、
大

規
模
な
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
焼
酎
メ
ー
カ
ー
と
契
約
し
て
原

料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
供
給
す
る

な
ど
、
消
費
者
が
望
む
良
質
な
農
産

物
を
安
定
供
給
す
る
と
と
も
に
、
遊

休
農
地
の
活
用
と
地
域
の
人
材
の
雇

用
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

②
安
全
・
安
心
の「
付
加
価
値
」

　

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
梅
北
町
の
農
業
生
産

法
人「
㈲
新
福
青
果
」。
こ
こ
で
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作
物
の
生
産
記
録

や
管
理
を
行
い
、
そ
の
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
安
全
・
安
心
の
付

加
価
値
を
付
け
た
農
産
物
を
小
売
店

や
消
費
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
久
町
の「
霧
島
食
品
工

業
㈱
」
と
上
水
流
町
の
農
業
生
産
法

人「
㈲
志
和
池
ア
グ
リ
」。
ウ
エ
ル

ネ
ス
都
城
産
品
推
奨
事
業
者
で
あ
る

こ
の
2
社
で
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

の
有
機
野
菜
の
栽
培
や
そ
れ
を
原
料

と
す
る
加
工
品
製
造
を
通
じ
て
、
都

城
産
の
農
産
物
に「
有
機
」
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
農
産
物
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
減
農

薬
で
育
て
る
特
別
栽
培
米「
ぼ
ん
ち

そ
だ
ち
」
を
生
産
し
て
い
る
横
市
地

区
の
「
特
別
栽
培
米
生
産
組
合
」
で

は
、
昨
年
か
ら
学
校
給
食
の
米
飯
用

に
も
「
ぼ
ん
ち
そ
だ
ち
」
を
供
給
し

て
お
り
、
安
全
・
安
心
な
食
材
の
地

産
地
消
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

西小学校の５年生児童も参加し、都城
学校給食センター近くの水田で行われ
た特別栽培米「ぼんちそだち」の田植え
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都
城
の
畜
産
の
歩
み

　

本
市
に
お
い
て
、
畜
産
専
業
農
家
の

育
成
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
30
年
代
。

国
や
県
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
市
内
に
は
少
し
ず

つ
畜
産
農
家
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、日
本
経
済
の
発
展
に
伴
い
、

国
民
の
所
得
水
準
が
上
が
り
、
畜
産
物

の
消
費
拡
大
も
進
む
中
で
、
本
市
の
肉

用
牛
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
生
産
量
は
全
国

平
均
を
上
回
る
増
加
を
見
せ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
半
ば
ご
ろ
に
な
る
と
、

市
内
で
は
会
社
経
営
に
よ
る
畜
産
物
の

生
産
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
本
市
の

畜
産
の
様
相
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
入
り
、
畜
産
物
も
地

域
間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
、
本
市

で
は
産
地
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け

た
経
営
規
模
の
拡
大
が
進
む
と
と
も

に
、
安
全
で
お
い
し
い
畜
産
物
の
生
産

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
努
力
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
都
城
の

畜
産
基
盤
が
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

生
産
者
の
努
力
が
結
実

　

平
成
20
年
2
月
1
日
時
点
で
、
市
内

に
は
約
3
、0
0
0
戸
の
畜
産
農
家（
乳

用
牛
・
肉
用
牛
・
養
豚
・
養
鶏
・
農
用

馬
・
軽
種
馬
・
養
蜂
）が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
数
は
、
高
齢
化
や
兼
業
化
の
影

響
で
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

若
い
農
業
者
な
ど
が
飼
育
頭
数
を
増
や

す
努
力
を
行
っ
た
り
、
企
業
な
ど
に
よ

る
大
規
模
経
営
が
進
ん
だ
り
す
る
こ
と

で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
が

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生

産
者
の
努
力
が
、本
市
に「
日
本
一
の

肉
の
ま
ち
」の
称
号
を
も
た
ら
し
ま
す
。

「
日
本
一
の
肉
の
ま
ち
」誕
生

　

平
成
19
年
11
月
に
農
林
水
産
省
が
公

表
し
た「
平
成
18
年
農
業
産
出
額
」統

計
調
査
に
お
い
て
、
本
市
は
市
町
村
別

畜
産
産
出
額
※ 2

で
全
国
第
1
位
に
な
る

と
と
も
に
、「
豚
」「
肉
用
牛
」「
鶏
」
の

3
部
門
で
も
、
全
国
有
数
の
畜
産
地
帯

で
あ
る
鹿
児
島
県
大
隅
地
方
の
各
自
治

体
を
押
さ
え
て
、
第
1
位
の
座
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に「
畜
産
王
国
・
都
城
」
の
名

を
全
国
に
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、

農
業
産
出
額
に
お
い
て
も
、
全
国

1
、8
2
2
市
町
村（
平
成
18
年
3
月

31
日
時
点
）
の
中
で
、
愛
知
県
田
原
市

に
次
ぐ
全
国
第
2
位
と
な
り
、
名
実
と

も
に
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
食
料
生
産

基
地
と
な
り
ま
し
た
。

「
日
本
一
」で
あ
り
続
け
る
こ
と

　

わ
ず
か
半
世
紀
あ
ま
り
で
全
国
屈
指

の
畜
産
王
国
と
な
っ
た
都
城
。「
日
本

一
」
の
称
号
は
こ
の
ま
ち
の
魅
力
で
あ

り
、
こ
こ
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て

の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
も
本
市
が「
日
本
一
の
肉
の
ま

ち
」
で
あ
り
続
け
る
に
は
、
消
費
者
が

求
め
る「
安
全
・
安
心
」
と「
お
い
し
さ
」

を
追
求
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
産
者
だ
け
で
は

な
く
、
関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
、
今

後
も
時
代
の
変
化
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
選
ば
れ
る
産
地
」
を

目
指
す
本
市
の
畜
産
。
そ
の
生
産
体
制

の
現
状
と
新
た
な
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

※
２ 

市
町
村
別
農
業
産
出
額
の
推
計
は
、

　
　

 

平
成
18
年
度
で
終
了
し
ま
し
た

時
代
の
変
化
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い

形
を
模
索
し
て
い
る
都
城
の
農
業
。

で
は
、
そ
れ
を
リ
ー
ド
す
る
畜
産
の
分
野
で
は
、「
選
ば
れ

る
産
地
」
を
目
指
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「日本一の肉のまち」をＰＲするために始まった「都
城焼肉カーニバル」。都城産のおいしい畜産物を堪
能しようと、毎年多くの人出でにぎわっている

順位 自治体名 産出額
1 宮崎県   都城市 570億円
2 北海道   別海町 425億円
3 鹿児島県   鹿屋市 336億円
4 鹿児島県   曽於市 260億円
5 熊本県   菊池市 194億円
6 群馬県   前橋市 194億円
7 栃木県   那須塩原市 184億円
8 鹿児島県   出水市 173億円
9 愛知県   田原市 167億円
10 千葉県   旭市 166億円

畜産産出額（ 平成18年）
全国上位10市町村

順位 自治体名 産出額
1 愛知県   田原市 724億円
2 宮崎県   都城市 698億円
3 新潟県   新潟市 655億円
4 静岡県   浜松市 540億円
5 茨城県   鉾田市 539億円
6 愛知県   豊橋市 474億円
7 鹿児島県   鹿屋市 449億円
8 北海道   別海町 427億円
9 千葉県   旭市 418億円
10 青森県   弘前市 384億円

農業産出額（ 平成18年）
全国上位10市町村



「日本一日本一の肉のまち」のまち」
「選ばれる産地」を目指した取り組み

県
産
豚
の
約
半
分
は
都
城
産

　

本
市
の
畜
産
産
出
額
の
中
で
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
豚
。
平
成
18

年
の
産
出
額
は
2
2
5
億
円
に
も
上
り
、

畜
産
産
出
額
全
体
の
39
・
4
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
本
県
で
生

産
さ
れ
て
い
る
豚
の
実
に
44
・
6
㌫
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
県
産
豚
の
約
半
分

が
都
城
産
、
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

日
本
一
の
産
地
か
ら
全
国
へ

　

市
内
に
は
現
在
、
1
8
7
戸
の
養
豚

農
家
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
約
6
割
の

農
家
が
子
豚
の
生
産
か
ら
肥
育
ま
で
を

一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
で
は
常
時
約
39
万
頭
の
豚
が
飼
育
さ

れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
白
豚（
ラ
ン
ド

レ
ー
ス
種
と
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
を
親

に
も
つ
Ｌ
Ｗ
と
デ
ュ
ロ
ッ
ク
種
を
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
）
が
全
体
の
約
87
㌫
、

バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
な
ど
の
黒
豚
が
約
13

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

生
産
の
主
流
で
あ
る
白
豚
は
、
年
2

回
、
約
10
頭
ず
つ
の
子
豚
を
出
産
し
ま

す
。
養
豚
農
家
で
は
、
こ
の
子
豚
を
生

後
約
6
カ
月
、
体
重
約
1
0
0
㌔
に
な

る
ま
で
肥
育
し
て
か
ら
出
荷
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
都
城
産
の

豚
肉
が
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
関
東
・

関
西
方
面
に
ま
で
流
通
し
、
消
費
者
の

元
へ
と
届
い
て
い
る
の
で
す
。

「
選
ば
れ
る
産
地
」へ
の
取
り
組
み

　

都
城
産
の
豚
が
消
費
者
の
元
に
届
く

ま
で
の
ル
ー
ト
は
複
数
あ
り
、
個
々
の

農
家
や
各
流
通
系

統
ご
と
に
確
立
さ

れ
た
販
路
と
独
自

の
銘
柄
で
、
市
場

に
流
通
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
流
通
系
統

ご
と
に
、「
日
本

一
の
豚
生
産
地
」

と
し
て
、
都
城
の

豚
を
よ
り
多
く
の
消
費
者
の
元
に
届
け

る
た
め
に
、
長
年「
お
い
し
さ
」
と「
安

全
・
安
心
」
を
追
求
す
る
た
め
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
肉
質
に
影
響
す
る
飼
料
に
つ

い
て
は
、
厳
選
し
た
穀
物
飼
料
を
自
家

配
合
し
た
も
の
、
酵
母
や
乳
酸
菌
、
木

酢
液
な
ど
を
混
ぜ
た
も
の
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
産
者
が
独
自
に
研
究
・
開
発

を
進
め
て
き
た
結
果
、
良
質
で
肉
質
に

ば
ら
つ
き
の
な
い
豚
肉
の
生
産
に
つ
な

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
育
期
間
や
飼
育
方
法
・
施

設
の
改
良
、
繁
殖
技
術
の
研
究
な
ど
に

も
独
自
の
進
展
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
最

近
で
は
排
せ
つ
物
を
た
い
肥
化
し
、
そ

れ
を
用
い
て
野
菜
や
米
を
育
て
る
循
環

型
農
業
へ
の
取
り
組
み
や
生
産
履
歴

を
公
開
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
食
肉
処
理
の
衛
生
管
理

の
徹
底
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

今
後
も
こ
う
し
た
生
産
者
の
努
力
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
生
産
者
が
連
携

し
た
安
全
・
安
心
な
豚
肉
生
産
の
た
め

の
勉
強
会
や
意
見
交
換
な
ど
が
進
む
こ

と
で
、
消
費
者
に「
信
頼
さ
れ
、
選
ば

れ
る
産
地
」
と
し
て
、
都
城
の
養
豚
が

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
遂
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
牛
の
ル
ー
ツ

　

兵
庫
県
但
馬
地
方
で
飼
育
さ
れ
て
き

た「
但
馬
牛
」。
都
城
地
域（
三
股
町
含

む
）
で
は
、
そ
の
優
れ
た
肉
質
と
強
力

な
遺
伝
力
か
ら
、
国
内
の
肉
用
牛
改
良

の
基
礎
牛
と
し
て
松
阪
牛
や
神
戸
牛
な

ど
の
ル
ー
ツ
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
牛

を
、
役
畜
か
ら
肉
用
牛
へ
の
転
換
を
図

る
前
か
ら
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
但
馬
牛
の
血
統
を
残
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で
改
良

を
進
め
た
結
果
、
き
め
の
細
か
い
サ
シ

が
入
っ
た
、
柔
ら
か
く
、
肉
色
の
良
い

現
在
の
都
城
牛
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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国
内
有
数
の
肥
育
素
牛
の
産
地

　

平
成
18
年
の
産
出
額
1
5
1
億
円
、

県
内
の
肉
用
牛
産
出
額
に
占
め
る
割
合

24
・
6
㌫
を
誇
る
本
市
の
肉
用
牛
生
産
。

こ
れ
は
大
き
く「
生
産
」
と「
肥
育
」
に

分
か
れ
ま
す
。
市
内
に
は
肥
育
素
牛
と

な
る
子
牛
を
生
産
す
る「
和
牛
生
産
農

家
」が
2
、2
5
0
戸
、
牛
肉
と
な
る
成

牛
を
出
荷
す
る「
和
牛
肥
育
農
家
」
が

1
7
8
戸
あ
り
、
約
6
万
5
、0
0
0

頭
の
肉
用
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
20
年
2
月
1
日
時
点
）

　

国
内
有
数
の
肥
育
素
牛
の
産
地
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
本
市
で
は
全

国
に
出
荷
さ
れ
る
子
牛
の
生
産
が
盛
ん

で
、
子
牛
の
販
売
額
が
肉
用
牛
産
出
額

の
約
3
分
の
2
を
占
め
て
い
ま
す
。

産
地
と
し
て
抱
え
る
課
題

　

都
城
地
域（
三
股
町
含
む
）
で
は
、

毎
年
約
2
万
2
、0
0
0
頭
の
子
牛
が

競
り
市
に
上
場
さ
れ
ま
す
。
毎
月
中
旬

に
開
催
さ
れ
る
競
り
市
に
は
、
毎
回
県

内
外
か
ら
多
く
の
肥
育
農
家
な
ど
が
集

ま
り
、
競
り
落
と
さ
れ
た
子
牛
は
、
肥

育
素
牛
や
繁
殖
牛
と
し
て
、
県
内
は
も

と
よ
り
長
野
県
や
佐
賀
県
、
三
重
県
、

兵
庫
県
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
各
地
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
以
降
、
子
牛
価
格
が
高

値
で
推
移
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
3
年
間
は
子
牛
の
販
売
額
が
毎
年

1
0
0
億
円
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
昨
年
は
長
引
く
不
況
に
よ
る
牛

肉
消
費
の
低
迷
や
輸
入
穀
物
飼
料
の
高

騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
3
年
ぶ
り
に

1
0
0
億
円
を
下
回
っ
た
ほ
か
、
子
牛

の
平
均
価
格
も
低
迷
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
は
生
産
農
家
の
高
齢
化

が
進
み
、
農
家
戸
数
も
徐
々
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
飼
育
頭
数

の
確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
定
供
給
の
た
め
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
市
場
の
低
迷
に
も
影
響
さ

れ
な
い
価
格
の
維
持
と
、
優
秀
な
子
牛

を
安
定
供
給
す
る
産
地
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
転
作
田
や
遊
休
農
地
を
積

極
的
に
活
用
し
た
飼
料
生
産
基
盤
の
確

保
や
本
市
の
気
象
条
件
に
合
っ
た
優
良

飼
料
品
種
の
導
入
・
普
及
な
ど
を
行
い
、

安
定
し
た
飼
育
環
境
の
整
備
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
優
れ
た
経
営
管
理
能
力
と

高
い
技
術
力
を
備
え
た
担
い
手
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
生
産
条
件
の
整
備
や

優
良
遺
伝
子
の
維
持
拡
大
を
進
め
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援（
繁
殖
雌
牛

や
肥
育
素
牛
の
購
入
資
金
貸
し
付
け
、

た
い
肥
舎
の
整
備
費
助
成
な
ど
）
を
行

い
な
が
ら
、
1
年
1
産
を
目
標
と
し
た

子
牛
生
産
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
都
城
で
は
安
心
し
て
飼

え
る
子
牛
生
産
を
目
指
し
、
平
成
13
年

か
ら「
粗
飼
料
多
給
運
動
」
を
展
開
し

て
お
り
、
一
定
量
以
上
の
粗
飼
料（
牧

草
や
乾
燥
稲
わ
ら
な
ど
）
を
与
え
て
育

て
た
フ
レ
ー
ム
の
し
っ
か
り
し
た
子
牛

に
は「
マ
ニ
ュ
ア
ル
子
牛
」
の
額
章
を

与
え
、
付
加
価
値
を
付
け
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
と
関
係
機
関
が
連

携
し
た
取
り
組
み
が
、
全
国
の
肥
育
農

家
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
か
ら
も「
選

ば
れ
る
産
地
」を
支
え
て
い
ま
す
。

購買者の声

肥育農家
髙見  進さん

（兵庫県丹波市）

毎月ＪＡ都城家畜市場で開催される子牛の競り市。
県内外の肥育農家などの購買者と競り値の動きを見
守る生産者が集まった会場は熱気に包まれている

　肥育牛と繁殖牛を約1,200 頭飼

育しています。都城での子牛競り

市には毎月参加しており、年間

350～400頭の子牛を都城から導

入しています。

　昔は都城の特色ある牛（うまみ

や肉質に優れた但馬牛の血が濃い

牛）が多かったが、最近は少なく

なっているように感じます。都城

の牛には期待しているので、今後

も優れた母牛を残し、肉質の良い

特色ある都城の牛を増やしていっ

てほしいですね。
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「
都
城
産
」の
浸
透
を
目
指
し
て

　

優
秀
な
但
馬
牛
の
血
統
を
引
く
都

城
の
肥
育
牛
。
牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ
Ｓ

Ｅ
）
の
問
題
な
ど
を
受
け
、
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
※ 3

の
導
入
な
ど
が

進
み
、
消
費
者
に
も「
生
産
者
の
顔
」

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
上
質
な「
都
城
産
」
の
牛
肉
が
、

市
場
で
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

工
夫
を
重
ね
た
良
質
な
飼
料
を
与
え
、

一
日
当
た
り
の
増
体
重
の
向
上
や
飼
育

期
間
の
短
縮
を
図
る
な
ど
、
効
率
的

な
技
術
を
取
り
入
れ
、
徹
底
し
た
飼
育

管
理
の
下
で
生
産
さ
れ
る
都
城
の
肥
育

牛
。
こ
う
し
た
生
産
者
の
長
年
の
努
力

が
、
ば
ら
つ
き
の
少
な
い
安
定
し
た
肉

質
を
生
み
、
販
売
者
や
消
費
者
の
信
頼

を
勝
ち
取
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
独
自
の
流
通
経
路

の
開
拓
や
付
加
価
値
と
し
て
の
ウ
エ
ル

ネ
ス
都
城
産
品
推
奨
品
認
定
な
ど
、
ブ

ラ
ン
ド
確
立
と
市
場
へ
の
浸
透
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
も
消
費
者
か
ら「
選
ば
れ
る
産
地
」

と
し
て
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
品
質
管
理

　

本
市
の
平
成
18
年
の
養
鶏
産
出
額
は

1
4
8
億
円
。
主
体
と
な
る
の
は
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
と
採
卵
で
す
が
、
種
鶏
や

地
鶏
の
ほ
か
、
東
国
原
知
事
効
果
で
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
み
や
ざ
き
ブ
ラ
ン

ド
「
み
や
ざ
き
地
頭
鶏（
じ
と
っ
こ
）」

の
生
産
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
現
在
1
4
7
戸
の
養
鶏

農
家
で
、
約
7
2
0
万
羽
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大

部
分
が
養
豚
と
同
様
に
、
Ｊ
Ａ
や
飼
料

会
社
、
商
社
な
ど
と
契
約
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
流
通
経
路
で
販
売
さ
れ
て
い
る
銘

柄
に
合
わ
せ
て
、
独
自
の
飼
料
や
飼
育

方
法
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

近
年
、
消
費
者
の
健
康
志
向
や
食
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

中
、
市
内
で
も
乳
酸
菌
や
ハ
ー
ブ
、
海

藻
類
な
ど
を
加
え
た
独
自
の
飼
料
を
与

え
た
り
、
鶏
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い

環
境
で
飼
育
し
た
り
す
る
な
ど
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
鶏
を
安
定
供
給
で
き
る
生

産
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

安
全
確
保
に
向
け
た
連
携

　

こ
こ
数
年
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
危
ぐ
さ
れ
る
中
、
市

内
の
養
鶏
農
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

関
係
機
関
も
含
め
て
連
携
を
図
り
、
生

産
地
全
体
で
の
安
全
対
策
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
自
衛
防
疫
推
進
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
防
疫
体
制
へ
の
意
識
統
一

が
図
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

や
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
日
々
の
消
毒
や

石
灰
散
布
な
ど
、
徹
底
し
た
対
策
も
講

じ
ら
れ
て
お
り
、
市
で
も
防
疫
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
の
地
道
な
取

り
組
み
が
、
一
大
産
地
と
し
て
安

全
・
安
心
、
高
品
質
な
鶏
肉
・
鶏

卵
を
安
定
供
給
し
、
消
費
者
に

「
選
ば
れ
る
産
地
」
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
産
地
」

―
 

都
城
の
農
産
物 ―

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物

や
加
工
品
な
ど
の
地
場
産
品
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
市
場「
よ
か
も
ん
屋
都

城
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

　

今
回
紹
介
し
た
都
城
の
畜
産
と
農

業
を
テ
ー
マ
に
放
送
し
た
市
政
広
報

番
組「
住
め
ば
都み

や
こ

ん
じ
ょ
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
と
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す
。
な

お
、
利
用
は
学
校
の
授
業
や
地
区
の

研
修
会
な
ど
、
公
益
性
の
高
い
活
動

に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

詳しくは、市ホームページ
にある「よかもん屋都城」の
バナーをクリック！

※
３ 

生
産
物
な
ど
の
流
通
履
歴
を
確
認
で

き
る
仕
組
み
。
牛
の
場
合
、
す
べ
て

の
国
産
牛
と
国
内
で
肥
育
さ
れ
た
輸

入
牛
に
個
体
識
別
番
号
が
付
け
ら
れ
、

出
生
か
ら
肥
育
、
牛
肉
に
な
る
ま
で

の
履
歴
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す



2009.3　8

　

12
月
議
会
で
は
、
6
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
29
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

□
中
小
企
業
向
け
緊
急
保
証
制
度

質  

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
の
影
響

を
受
け
日
本
の
企
業
の
倒
産
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
本
市
の
中
小
企
業

も
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
政
府
が
取
り
ま
と
め
た
緊
急
総
合

対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た
緊
急
保
証
制
度

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答  

緊
急
保
証
制
度
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
対
象
を
6
9
8
業

種
へ
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
認
定
要
件

を
緩
和
す
る
制
度
で
、
平
成
20
年
10
月

31
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
売
上
高
や
利

益
率
の
減
少
な
ど
が
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
中
小
企
業
者
が
、
各
市
町
村
で

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
際
に
一
般
保
証
と
は

別
枠
で
無
担
保
保
証
で
8
、0
0
0
万

円
ま
で
、
普
通
保
証
で
2
億
円
ま
で
信

用
保
証
協
会
の
1
0
0
㌫
保
証
付
融
資

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
内
容
で
す
。
た

□
小
規
模
校
の
統
廃
合

質  

児
童
生
徒
数
の
減
少
が
著
し
い
市

内
の
小
中
学
校
8
校
を
、
将
来
的
に
近

隣
の
学
校
と
統
合
す
る
対
象
校
と
し
た

経
緯
、
ま
た
、
閉
校
と
な
る
四
家
中
学

校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
策
な
ど
を
伺
い
た
い
。

答  

「
都
城
市
学
校
規
模
等
適
正
審
議

委
員
会
」
を
開
設
し
、
児
童
生
徒
数
20

人
以
下
の
極
小
規
模
校
8
校
に
つ
い
て

適
正
配
置
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
、
市
教
育
委

員
会
内
で
特
認
校
制
度
や
小
中
一
貫
教

育
研
究
事
業
な
ど
の
課
題
や
成
果
を
考

慮
し
、
適
正
配
置
に
つ
い
て
具
体
的
な

基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
小
学
校
は
基
本
的
に
存
続
す
る

も
の
と
す
る
」「
中
学
校
は
学
校
単
独

存
続
の
基
準
や
小
中
一
貫
校
開
設
の
基

準
を
示
し
適
用
し
て
い
く
」
と
い
う
方

針
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
に
、

生
徒
数
が
女
子
5
人
の
み
の
四
家
中
学

校
に
つ
い
て
、
今
後
増
加
は
望
め
ず
適

正
な
教
育
を
保
障
で
き
な
い
観
点
か
ら
、

統
廃
合
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
有
水
中
学
校
と
の
統
合
に

つ
い
て
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
統
合

に
伴
う
通
学
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
の

定
期
代
の
補
助
と
制
服
な
ど
の
購
入
費

用
の
補
償
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
提

案
し
、
数
回

に
及
ぶ
協
議

を
重
ね
、
合

意
が
得
ら

れ
た
こ
と
か

ら
、
閉
校
に

関
す
る
確
認

書
を
取
り
交

わ
す
に
至
り

ま
し
た
。

平
成
20
年
第
７
回
市
議
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
21
日
間
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
20
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

出
議
案
89
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
３
件
、
平
成
19
年
度
決

算
議
案
16
件
の
合
計
１
１
２
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
請
願
２
件
が
継
続

審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
可
決
、
採
択
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

平
成
20
年
12
月
議
会

20年度12月補正予算（13件） 
【一般会計】　　　664,826千円
【特別会計】　　△465,628千円
【水道事業会計】　　△289千円

条例の制定・一部改正（16件） 
□都城市こども発達センター条例
　 ほか15 件

その他（60件） 
□公の施設の指定管理者の指定につい
て
□宮崎県自治会館管理組合を組織する
地方公共団体の数の増減について
 ほか58件

諮問（1件） 
□人権擁護委員候補者の推薦につき議
会の意見を求めることについて

議員提出議案（3件） 
□都城市議会会議規則の一部を改正す
る規則 ほか 2件

請願（3件） 
□国道 221 号新田地区道路改良に関す
る請願書 ほか 2件

決算（16件） 
□平成 19 年度都城市一般会計歳入歳
出決算の認定について ほか 15 件  

だ
し
、
認
定
を
受
け
て
も
必

ず
融
資
が
行
わ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
認
定
要

件
に
満
た
な
い
場
合
は
、
希

望
額
に
応
じ
て
市
や
県
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
制

度
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①認定申請

②認定
⑥
融
資

⑤
保
証
承
認

③
融
資

　

申
し
込
み

④
保
証

　

申
し
込
み

中小企業者 市町村

金融機関

信用保証協会
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□
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

質
1  

平
成
18
年
6
月
１
日
か
ら
す
べ

て
の
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
存
の
住

宅
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
の
条
例
で

平
成
20
年
6
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
6

月
１
日
ま
で
に
設
置
期
日
を
設
定
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
市
の
ふ
れ

あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
が
78
・
3

㌫
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
知
ら

な
か
っ
た
」
が
43
・
2
㌫
、「
期
限
前
だ

か
ら
」
が
25
・
3
㌫
で
あ
っ
た
。
今
後

ど
の
よ
う
に
市
民
に
周
知
す
る
の
か
。

答
1  

設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
要
因
と

し
て
は
、
近
年
、
住
宅
火
災
に
お
け
る

死
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
死

者
の
過
半
数
が
高
齢
者
で
あ
り
、
今

後
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
さ
ら
に
増

加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
死
者
の
多
く
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た

め
、
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
な
ど
に

感
知
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
条
例

で
は
、
既
存

住
宅
の
設
置

期
日
を
平
成

23
年
5
月
31

日
ま
で
と
定

め
、
設
置
に

向
け
た
啓
発
を
市
の
広
報
紙
や
シ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
使
っ

て
継
続
し
て
行
い
、
ま
た
、
各
種
消
防

訓
練
や
講
習
会
な
ど
で
も
併
せ
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

質
2  

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
対
応
や
公

的
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
2  

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
お

い
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い

者
用
の
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を
感

知
し
、
別
に
設
置
し
て
い
る
屋
内
信
号

装
置
と
連
動
し
て
火
災
の
発
生
を
光
や

振
動
、文
字
表
示
で
知
ら
せ
る
も
の
で
、

腕
時
計
型
や
携
帯
型
が
あ
り
ま
す
。
火

災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
聴
覚
以
外
の

一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
も
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

□
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

質
1  

本
県
で
の
死
亡
者
の
3
・
6
人

に
1
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
国
の
が
ん
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
宮
崎
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
が
定

ま
っ
た
が
、
本
市
の
が
ん
対
策
と
治
療

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
1  

宮
崎
県
医
療
計
画
に
よ
り
、
都

道
府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
宮

崎
大
学
医
学
部
付
属
病
院
を
、
ま
た
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
県
北
、
県
央
、
県
南
に
各
県
立
病
院

を
、
県
西
に
国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
拠
点

病
院
の
数
は
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
が

ん
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
も
課
題
が

多
く
、
今
後
、
体
制
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
同
計
画

で
は
化
学
療
法
専
門
医
や
放
射
線
治
療

医
な
ど
の
人
材
育
成
や
確
保
、
地
域
の

が
ん
診
察
を
行
う
医
療
機
関
へ
の
診
療

支
援
な
ど
に
も
努
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
各
施
策
に
、
本
市
も
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市
民

に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な
ど
を

審
議
し
ま
す
。
傍
聴
席
は
、
市
役
所

西
館
６
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自

由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や
録
画

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

７
８
６
９

県
で
こ
れ
を
使
用
し
た
が
ん
治
療
の
開

発
を
行
い
、
実
用
化
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
3  

県
に
が
ん
治
療
開
発
の
構
想
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
本
市
に
治
療
部
門
や

研
究
部
門
な
ど
を
誘
致
し
た
り
、
医
療

技
術
の
提
供
、
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置

な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
り
す
る

な
ど
、
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
の
一
つ
と
し

て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
3  

最
先
端
の
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
地
域
の
が
ん
医
療

水
準
は
向
上
し
、
地
域
住
民
や
治
療
が

必
要
な
全
国
の
患
者
に
と
っ
て
も
大
変

有
意
義
で
あ
り
ま
す
。
県
内
に
建
設
さ

れ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
、
本
市
へ
の
誘
致
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
2  

静
岡
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

は
、
が
ん
の
院
内
登
録
だ
け
で
な
く
、

地
域
登
録
も
行
い
、
各
市
に
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
先
進
的

な
が
ん
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
高
度

技
術
の
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど

を
行
う
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
で
も
先
端
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
が
ん
セ
ン

タ
ー
建
設
の
構
想
は
な
い
の
か
。

答
2  

Ｓ
Ｐ
Ｇ（
多
孔
質
ガ
ラ
ス
膜
）

を
使
用
し
た
最
先
端
技
術
が
あ
り
、
本

＜県内のがん治療拠点病院＞

県北拠点病院
（県立延岡病院）

県央拠点病院
（県立宮崎病院）

県拠点病院
（宮大医学部付属病院）県西拠点病院

（国立病院機構都城病院）
県南拠点病院
（県立日南病院）
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軍
事
雑
誌
は
、
平
成
15
年
か
ら
16
年
に

九
州
大
学
の
教
授
ら
に
よ
っ
て
調
査
研

究
が
行
わ
れ
、「
軍
事
関
係
図
書
の
特

異
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
資
料
的

価
値
は
高
い
」と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
を

対
象
に
し
た
地
域
雑
誌「
三
州
」
や「
三

州
婦
人
」、
当
時
の
旅
行
案
内
や
学
習

参
考
書
な
ど
、
地
域
や
生
活
に
密
着
し

た
資
料
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
ら
か
に
な
っ
た
資
料
の
重
要
性

　

同
文
庫
の
蔵
書
に
つ
い
て
、
昨
年
7

月
以
降
、
学
術
的
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
約
1
、0
0
0
点
の
図
書
資
料
が

国
会
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
た
立
命
館
大
学
の
山

崎
有ゆ
う

恒こ
う

准
教
授
は「
上
原
文
庫
の
蔵
書

に
は
、
こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
図
書
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い

て
、
書
誌
学
的
に
高
い
価
値
が
あ
る
。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
軍

部
・
軍
隊
関
係
の
活
動
が
分
か
る
資
料

や
旧
薩
摩
藩
の
人
的
・
地
縁
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
物
語
る
も
の
も
多
く
、
軍
事

史
や
郷
土
史
を
研
究
す
る
上
で
も
貴
重

な
資
料
が
多
い
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
術
調
査
を
う
け
、「
上
原

文
庫
」蔵
書
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告

書
が
3
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

本
市
で
は
、
郷
土
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

歴
史
遺
産
と
し
て
、
今
後
こ
れ
ら
の
図

書
資
料
を
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
し

て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

後
進
育
成
の
た
め
の
図
書
館

　

本
市
出
身
の
軍
人
、
上
原
勇
作
が
、

明
治
45（
1
9
1
2
）
年
に
陸
軍
大
臣

に
就
任
し
た
の
を
記
念
し
、
地
元
有
志

が
後
進
育
成
に
熱
心
で
あ
っ
た
上
原
の

意
を
く
み
、
青
少
年
教
育
の
た
め
の
図

書
館
と
し
て
大
正
3（
1
9
1
4
）
年

に
設
立
し
た
の
が「
上
原
文
庫
」
で
す
。

こ
こ
に
収
蔵
さ
れ
た
図
書
資
料
は
、
有

志
か
ら
の
寄
贈
の
ほ
か
、
上
原
自
身
も

か
な
り
の
数
の
私
蔵
書
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

大
正
6（
1
9
1
7
）年
、上
原
文
庫

の
敷
地
に
宮
崎
県
立
都
城
図
書
館
が
新

設
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
は
同
図

書
館
に
移
管
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

「
上
原
文
庫
」蔵
書
の
特
徴

　

陸
軍
大
臣
の
経
験
も
あ
る
上
原
は
、

数
多
く
の
軍
事
関
係
の
書
籍
を
所
蔵
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
文
庫
の

蔵
書
構
成
は
軍
事
関
係
図
書
資
料
が
多

い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

〜
郷
土
の
歴
史
遺
産
〜

｢
上
原
文
庫｣

図
書
資
料
群

都
城
市
立
図
書
館
に
は
、
現
在
の
図
書
館
の
前
身
と
も
い
え
る「
上

原
文
庫
」の
蔵
書
約
５
、０
０
０
冊
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
上
原
文
庫
の
特
徴
や
調
査
研
究
の
進
捗
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

　

上
原
文
庫
の
蔵
書
は
、
損
傷
し
て
い
る

も
の
や
損
傷
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
が
多
い

た
め
、
一
般
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
閲
覧
に
つ
い
て
も
、
閲
覧
で
き
る
図

書
、
閲
覧
時
間
、
場
所
な
ど
を
制
限
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

上
原
文
庫
の
利
用
に
つ
い
て

大正～昭和初期の地域情報が盛り込まれた雑誌
「三州」「三州婦人」

図書館内の閉架に整然と並ぶ約 5,000 冊の
「上原文庫」図書資料群
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●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　
　
　

☎
23-

2
1
2
8

　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
1
2
7

　

こ
ど
も
課　
　

☎
23-

2
6
8
4

【
長
寿
医
療
被
保
険
者
の
人
】

○
世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
さ

れ
る「
均
等
割
」
の
7
割
軽
減
世
帯

の
う
ち
、
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収

入
80
万
円
以
下
の
世
帯（
年
金
収
入

以
外
に
収
入
が
な
い
世
帯
の
み
）に
、

9
割
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。
自
動
計

算
す
る
た
め
、
本
人
の
申
し
出
は
不

要
で
す

○
年
金
収
入
1
5
3
万
円
か
ら
2
1
1

万
円
ま
で
の
人
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
る「
所
得
割
」
の

5
割
軽
減
を
、
21
年
度
ま
で
継
続
し

ま
す

○
75
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
被
用
者
保

険（
勤
務
先
の
健
康
保
険
）
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
均
等
割
の
9
割

軽
減
を
21
年
度
ま
で
継
続
し
ま
す
。

た
だ
し
、
新
た
に
被
保
険
者
と
な
っ

た
人
は
、
確
認
で
き
る
書
類
の
提
示

が
必
要
で
す

【
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
国
民

健
康
保
険
の
世
帯
主
ま
た
は
長
寿
医
療

被
保
険
者
の
人
】

　

保
険
料（
税
）が
年
金
か
ら
差
し
引
き

さ
れ
て
い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
す
る

こ
と
で
、
世
帯
と
し
て
の
所
得
税
・
住

民
税
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
が
中
止
さ
れ
、
普
通
徴
収
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
10
月
か
ら
年
金
か
ら
の
差

し
引
き
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
手
続
き
後
、

保
険
年
金
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い

【
国
保
資
格
証
交
付
世
帯
の
人
】

　

国
保
資
格
証
交
付
世
帯
に
属
す
る
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
有

効
期
間
6
カ
月
の
短
期
証
を
交
付
し
ま

す●
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
4
2

市民課
・住所異動届の受け付け
・各種証明の発行
・印鑑登録証の申請受け付け、交付

保険年金課
・住所異動に関する国民健康保険の資格取得届および喪失届の受け付け
・住所異動に関する後期高齢者医療の資格取得届および喪失届の受け付
け

こども課

・住所異動に関する乳幼児医療費助成、児童手当、母子父子医療費助成
の諸申請の受け付け

・住所異動に関する保育の実施および解除、転園などの事務
・ほかの市町村から都城に異動した人の妊婦乳児健康調査受診票、予防
接種ノートの交付

み
や
こ
ん
じ
ょ
情
報
局 　

 

月
3

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、
転
入

者
・
転
出
者
が
多
い
た
め
、
通
常
の
窓

口
業
務
時
間
以
外
に
も
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
受
付
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま

す
。

※
各
総
合
支
所
・
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
は
除
き
ま
す

手
続
き
可
能
な
業
務
内
容

○
住
所
異
動
に
関
す
る
受
付
業
務（
市

民
課
）

○
各
種
証
明
書
発
行
業
務（
市
民
課
）

○
住
所
異
動
に
関
連
し
て
、
届
け
出
が

必
要
な
課
の
窓
口
業
務（
保
険
年
金

課
・
こ
ど
も
課
）

手
続
き
可
能
な
期
間
・
時
間

●
３
月
28
日
㈯
〜
４
月
５
日
㈰

○
月
〜
金
曜
日

　

19
時
ま
で
時
間
延
長

○
土
・
日
曜
日

　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

注
意 

　

下
記
以
外
の
業
務
の
ほ
か
、
他
市
町

村
や
関
係
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必

要
な
申
請
・
届
け
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、

取
り
扱
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※戸籍の届け出受け付けについては、従来どおり正面玄関左側の警備員室で行います

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
・
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）

医
療
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
・
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）

医
療
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

「
住
所
異
動
」
に
関
係
す
る
受
付
窓
口
を
臨
時
的
に

開
設
し
ま
す

「
住
所
異
動
」
に
関
係
す
る
受
付
窓
口
を
臨
時
的
に

開
設
し
ま
す
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地
域
に
密
着
し
た
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
に

 
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

南
九
州
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
整

備
さ
れ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン（
癒

や
し
の
庭
）
の
活
用
方
法
な
ど
を
議
論

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
1
月
24
日
、

同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同

大
学
を
応
援
す
る「
か
た
ら
ん
花
」
や

「
大
学
通
り
会
」、
若
手
製
材
業
者
で
つ

く
る「
木
青
会
」会
員
の
ほ
か
、
市
や

大
学
の
関
係
者
ら
54
人
が
参
加
。
現
地

見
学
後
、
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
参
加
者
か

ら
は
庭
の
植
栽
管
理
を
通
じ
た
市
民
と

大
学
の
連
携
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

１
万
本
の
植
樹
で
紅
葉
の
森
づ
く
り

 

金
御
岳
紅
葉
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　

市
内
を
一
望
で
き
る
金
御
岳
山
頂
で

1
月
25
日
、
金
御
岳
紅
葉
の
森
づ
く
り

植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
7
年
前
に

ス
タ
ー
ト
し
た
植
樹
も
今
回
で
延
べ

1
万
本
を
達
成
。
参
加
し
た
中
郷
地
区

の
住
民
約
2
0
0
人
は
雄
大
な
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、
地
元
で
種
子
か
ら
育
て

た
モ
ミ
ジ
の
苗
木
5
0
0
本
を
、
ク
ワ

や
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
林
の
中
の
急
な

斜
面
に
1
本
1
本
丁
寧
に
植
え
て
い
ま

し
た
。
主
催
し
た
紅
葉
の
森
づ
く
り
委

員
会
会
長
の
持
永
康
裕
さ
ん（
豊
満
町
）

は「
下
草
を
刈
る
な
ど
、
今
後
も
手
入

れ
を
続
け
、モ
ミ
ジ
の
名
所
に
し
た
い
」

と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

夢
の
実
現
に
向
け
て
、決
意
新
た
に

 

立
志
の
つ
ど
い

　

自
分
の
将
来
を
考
え
る
機
会
に
し
て

も
ら
お
う
と
、
市
内
の
各
中
学
校
で
立

志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
月
6
日
に

開
か
れ
た
妻
ケ
丘
中
学
校
の
立
志
の
つ

ど
い
に
は
、
今
年
15
歳
を
迎
え
る
2
年

生
2
1
4
人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
岩

元
校
長
が
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
立

派
な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
激
励
。

生
徒
を
代
表
し
て
3
人
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
や
人
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト

の
製
作
、
作
家
へ
の
夢
な
ど
を
発
表
し

て
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
講
話
を
し
た

長
峯
市
長
も「
迷
っ
た
と
き
も
自
分
を

信
じ
て
、
夢
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と

生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

無
償
の
行
為
と
地
道
な
努
力
に
脚
光
を

 

平
成
20
年
度
教
育
委
員
会
精
励
賞

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
あ
い
さ
つ
運

動
な
ど
で
模
範
と
な
る
行
い
を
し
た
り
、

体
育
や
技
術
、
芸
術
文
化
の
各
分
野
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
り
し
た
児
童
や

生
徒
、
学
生
を
表
彰
す
る
教
育
委
員
会

精
励
賞
の
表
彰
式
が
2
月
6
日
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
回
目
の

今
年
は
、
市
内
の
小
中
学
校
や
高
校
の

40
人
と
9
団
体
が
受
賞
。
代
表
で
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
五
十
市
中
学
校
3
年

の
松
木
彩さ

織お
り

さ
ん
は「
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
周
囲
の
人
た
ち
に
感
謝
し
、

賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
、
今
後
も
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
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Miyakonojo City Topics 
都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

地
区
の
宝
を
後
世
に
残
す
た
め
に

 

輿こ

玉だ
ま

神
社
防
火
訓
練

　

地
域
の
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
ろ
う

と
輿
玉
神
社（
安
久
町
）
で
2
月
8
日
、

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
神
社

の
内
神
殿
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、
文
化

財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
実
施
。

地
区
住
民
や
消
防
団
員
ら
43
人
が
参
加

し
た
今
年
は
、「
火
事
だ
」
と
い
う
合

図
で
訓
練
が
始
ま
り
、
迅
速
な
動
き
で

放
水
や
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行

い
、火
災
時
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

自
衛
消
防
隊
隊
長
の
吉
田
敏
博
さ
ん
は

「
貴
重
な
遺
産
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
日
ご
ろ
の
訓
練
が
重
要
」
と

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

 

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

都
城
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で

2
月
19
日
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
策
定
中

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
、
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
や
経
済
団
体
の
代
表
者
ら

8
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が「
人
が
期
待
し
、

来
た
い
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
。
来

場
し
た
人
た
ち
は
、
パ
ネ
ラ
ー
が
紹
介

す
る
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
や
今
後
の
課
題
提
言
な
ど
に
熱
心
に

聞
き
入
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
伝
統
行
事

 

春
日
神
社
の
ベ
ブ
ど
ん

　

一
年
の
豊
作
を
願
う
神
事
芸
能「
ベ

ブ
ど
ん
」
が
2
月
15
日
、
高
木
町
の
春

日
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
芸

能
は
、
し
っ
く
い
製
の
神
牛（
ベ
ブ
）
を

使
っ
て
農
作
業
の
様
子
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
演
じ
る
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

で
、
農
作
業
が
本
格
化
す
る
前
の
こ
の

時
期
に
毎
年
開
催
。
方
言
を
使
っ
た
や

り
と
り
に
、
約
2
5
0
人
の
観
客
の
間

か
ら
は
大
き
な
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
う
坂
元
敏と
し

吉よ
し

さ
ん
（
高
木
町
）

は
「
ベ
ブ
ど
ん
が
終
わ
る
と
春
が
訪
れ

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
農
作
業
が
忙
し
く

な
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夢
は
で
っ
か
く
日
本
代
表

 

Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

今
年
も
2
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の

期
間
、
高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で

キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の

Ｆ
Ｃ
東
京
。
期
間
中
の
15
日
に
は
、
同

チ
ー
ム
コ
ー
チ
陣
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
市
内
か
ら
お
よ
そ
1
3
0

人
の
小
学
生
が
参
加
し
、
ド
リ
ブ
ル

や
パ
ス
な
ど
の
基
礎
的
な
練
習
や
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
今
回
が

初
参
加
と
い
う
坂
口
篤
志
く
ん（
志
和

池
小
5
年
）
は「
い
つ
も
の
練
習
よ
り

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
将
来
は

プ
ロ
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

大
粒
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。



40
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会（
春

高
バ
レ
ー
）の
出
場
を
決
め
た
都
城

工
業
高
校
バ
レ
ー
部
を
率
い
る
鍋

倉
雄
次
郎
さ
ん（
五
十
町
・
50
歳
）。

監
督
就
任
3
年
目
で
つ
か
ん
だ
ビ
ッ

グ
チ
ャ
ン
ス
に
闘
志
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

　

鍋
倉
さ
ん
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
出

会
っ
た
の
は
姫
城
中
学
校
時
代
。
め

き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、
昭
和
49
年

都
城
工
業
高
校
に
入
学
し
て
、
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
当
時

の
都
城
工
業
高
校
は
全
国
に
名
前
を

轟
か
せ
る
県
内
屈
指
の
強
豪
校
。「
当

時
は
夜
遅
く
ま
で
厳
し
い
練
習
が
続

い
て
苦
し
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
春
高
バ
レ
ー
ベ
ス
ト
8
や
3
連

覇
を
果
た
し
た
九
州
選
手
権
な
ど
、

今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
い
っ
た
ん
は
都
城
市

役
所
に
入
庁
す
る
も
の
の
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
指
導
者
に
な
る
夢
を
あ
き

ら
め
き
れ
ず
教
職
の
世
界
へ
。
昭
和

60
年
に
着
任
し
た
延
岡
工
業
高
校
を

皮
切
り
に
指
導
者
の
道
を
歩
み
始
め

ま
す
。
宮
崎
工
業
高
校
で
は
4
度
の

春
高
バ
レ
ー
出
場
を
果
た
す
な
ど
実

績
を
重
ね
、
平
成
18
年
、
母
校
で
あ

る
都
城
工
業
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
伝
統
校
を
率
い
る
こ
と
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
と
い
い
ま

す
が
、
逆
に
そ
れ
を
励
み
に
、
3
年

目
に
し
て
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。「
今
年
は
全
国
で
戦
え

る
チ
ー
ム
が
で
き
た
。
ス
パ
イ
カ
ー

の
長
友
選
手
と
全
日
本
ユ
ー
ス
に
選

出
さ
れ
た
吉
岡
選
手
の
2
人
を
軸
に
、

『
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
立
つ
』を
合

言
葉
に
ベ
ス
ト
４
以
上
を
目
指
す
」

と
話
す
鍋
倉
さ
ん
。
40
回
の
節
目
の

大
会
に
古
豪
復
活
を
か
け
ま
す
。

第 「春高バレー」に５年ぶり19回目の出場
を決めた都城工業高校バレー部監督

鍋倉 雄次郎さん

2009.3　14
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テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
美
術
担
当
と
し
て

数
多
く
の
番
組
を
手
が
け
て
き
ま
し
た

が
、
中
で
も
倉
本
聰そ

う

作
品
に
は
、
必
ず

故
郷
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
故
郷
を
離

れ
、
都
会
に
出
て
失
望
し
、
そ
し
て
故

郷
に
帰
る
。「
北
の
国
か
ら
」
や「
優
し

い
時
間
」、「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
登
場

人
物
が
、
理
由
は
ど
う
あ
れ
、
必
ず
故

郷
で
最
後
を
迎
え
る
た
め
の
生
活
を
始

め
ま
す
。

　

北
海
道
富
良
野
市
。
冬
の
厳
し
さ
は

別
に
し
て
、
こ
の
町
は
都
城
と
地
理
地

形
が
よ
く
似
て
い
ま
す
。
撮
影
で
訪
れ

る
た
び
に
、
故
郷
都
城
に
対
す
る
思
い

を
強
く
し
た
も
の
で
す
。

　
「
風
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
中
で
白
鳥
貞

美
役
の
中
井
貴
一
さ
ん
の
こ
ん
な
せ
り

ふ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
故
郷
が
こ
ん
な
に
も
、
や
さ
し
く
、

温
か
く
、
自
分
を
忘
れ
ず
に
迎
え
て
く

れ
る
」

　

父
親
の
三
回
忌
で
帰
省
し
た
こ
の
１

月
に
も
、
こ
の
言
葉
通
り
、
都
城
盆
地

は
私
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
省
す

る
た
び
に
、
今
の
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
の
は
、故
郷
都
城
だ
と
実
感
し
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
故
郷
の
自
然
や
資
源
を
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
永
遠
に

残
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
故
郷
都
城
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
四
家
中
学
校
は
、
全
校
生

徒
が
女
子
5
人
だ
け
の
と
て
も
小
さ
な

学
校
で
す
。
5
人
み
ん
な
が
仲
良
く
、

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
と

て
も
活
発
で
す
。

　

四
家
中
で
は
、
運
動
会
を
小
学
生
や

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
地
域

の
人
た
ち
と
合
同
で
行
い
ま
す
。
応
援

や
団
技
な
ど
は
、
昼
休
み
や
放
課
後
を

使
っ
て
小
中
学
生
み
ん
な
で
練
習
を
し

ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な

競
技
で
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
四
家
中
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な

種
目
が
、
家
族
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
す

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ー
ス
で
す
。
小
さ
な

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
楽

し
そ
う
に
走
り
ま
す
。
人
数
は
少
な
い

で
す
が
、
み
ん
な
が
協
力
し
合
い
、
毎

年
す
ば
ら
し
い
運
動
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

生
徒
会
で
は
、
週
に
2
回
、
美
化
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
校
し
て
自
分

の
係
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、
全
員
で

花
壇
の
草
取
り
を
し
た
り
、
落
ち
葉
を

掃
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
冬
は
寒
い
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
掃
除
し

た
後
は
き
れ
い
に
な
る
の

で
、
気
持
ち
良
く
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
四
家
中
は
、
人
数

が
少
な
い
の
で
、
一
人
一
人

の
活
躍
の
場
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
今
年
の
学
習
発
表
会
の
演

劇
で
は
、
5
人
で
10
の
役
を
こ
な
し
ま

し
た
。
忙
し
く
て
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
行
事
が
と
て
も

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
こ
の
四
家
中
学
校
は
閉
校

に
な
り
ま
す
。と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、

今
ま
で
の
思
い
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第39回 四
し

家
か

中学校
◎高城町四家940-8 ☎55-1014

昭和26年下水流町生まれ。
アートディレクター。都城泉ケ丘高
校卒業。
脚本家倉本聰

そう

作品「風のガーデン」
「北の国から」など TVドラマの美術
を担当。

「
一
人
一
人
が
主
役
」

◎学校のシンボル
「きれいなデザイン
 の校舎」
外壁が、白・青・黄色でデ
ザインされた、印象に残る
すてきな校舎です。ほかの
学校ではあまり見かけな
いコントラストになってい
るので、初めて見る人は珍
しがることが多いです。

内村 和裕 （うちむら かずひろ）

【
故
郷
が
こ
ん
な
に
も
、や
さ
し
く
、温
か

 

く
、自
分
を
忘
れ
ず
に
迎
え
て
く
れ
る
】

内
村　

和
裕 

さ
ん

プロフィル四
家
中
学
校
生
徒
会
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暮らしの情報

 

募　

集

都
城
市
奨
学
生

●
対
象

①
奨
学
金
の
交
付
申
請
の
提
出
期
限
日
に

お
い
て
、
保
護
者
が
2
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
、高
専
、

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

人
④
高
校
・
高
専
生
で
給
付
を
受
け
る
人
は
、

宮
崎
県
育
英
資
金
な
ど
、
ほ
か
の
団
体

や
個
人
か
ら
学
資
の
給
付
・
貸
与
を
受

け
て
い
な
い
人

⑤
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
は
、
都
城

育
英
会
か
ら
奨
学
金
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人　

※
併
願
可

●
交
付
額
・
定
員（
予
定
）

【
高
校
・
高
専
生（
給
付
）】

　

月
額
8
、
0
0
0
円
、
18
人

【
高
校
・
高
専
生（
無
利
子
貸
与
）】

　

月
額
1
万
円
、
38
人

【
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生（
無
利
子
貸

与
）】　

月
額
2
万
5
、
0
0
0
円
、
36
人

●
提
出
書
類　

奨
学
金
交
付
申
請
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
住
民
票
謄
本
、
在
学
証

明
書
、
平
成
20
年
分
の
所
得
証
明
な
ど

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
総
合

支
所
管
内
の
各
教
育
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
中
学
校
・
高
校

問　

4
月
10
日
㈮
〜
20
日
㈪
に
、
学
校

教
育
課　

☎
23-

2
1
6
1

ま
た
は
総
合
支
所
管
内
の
各
教
育
課

診
療
報
酬
明
細
書

内
容
点
検（
医
科
）事
務
嘱
託
職
員

●
対
象
・
定
員　

診
療
報
酬
明
細
書
請
求

事
務
経
験
者
、
1
人

●
内
容　

レ
セ
プ
ト
内
容
点
検
事
務

●
勤
務
時
間　

9
時
〜
16
時　

●
賃
金　

月
額
12
万
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
制
度
あ
り

●
採
用
日　

4
月
1
日
㈬

●
採
用
試
験　

3
月
24
日
㈫　

9
時
30
分

※
筆
記
試
験
な
ど
を
実
施

問　

3
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
保
険
年
金

課（
☎
23-

2
6
3
4
）
へ
写
真
を
添
付
し

た
履
歴
書
を
提
出　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

【
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
】

●
受
験
資
格　

①
昭
和
51
年
4
月
2
日
〜

63
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人　

②
昭
和
63

年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま
れ
で
大
学
を
卒

業
し
た
人
、
平
成
22
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
人

●
受
付
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
8
日
㈬

●
第
１
次
試
験　

5
月
3
日
㈰

【
国
税
専
門
官
】【
労
働
基
準
監
督
官
】

【
法
務
教
官
】

●
対
象　

①
昭
和
55
年
4
月
2
日
〜
63
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人　

②
昭
和
63
年
4

月
2
日
以
降
の
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し

た
人
、
平
成
22
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る

人（
法
務
教
官
は
短
大
・
高
専
卒
業
含
む
）

●
受
付
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
14
日
㈫

●
第
１
次
試
験　

6
月
14
日
㈰

問　

人
事
院
九
州
事
務
局（
〒
812-

0
0

1
3　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2-

11-

1
）　

☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

清
掃
工
場
嘱
託
職
員

●
対
象
・
定
員　

焼
却
炉
・
関
連
設
備
の

運
転
経
験
者
ま
た
は
類
似
工
場
で
の
経
験

者
、
10
人
程
度　

※
ご
み
処
理
施
設
技
術

管
理
者
、破
砕
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
管
理
者
、

危
険
物
取
扱
い
主
任
者
、
公
害
防
止
管
理

者（
大
気
）、
酸
素
欠
乏
作
業
主
任
者
、
防

火
管
理
者
の
免
許
な
ど
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
第
一
種
衛
生
管
理
者
、
特
定
化
学
物

質
等
・
作
業
主
任
者
、
玉
掛
技
能
・
ク
レ
ー

ン
技
能
講
習
修
了
者
、
ボ
イ
ラ
ー
・
溶
接
・

配
管
・
電
気
関
係
の
国
家
資
格
者
を
優
先

●
勤
務
時
間
・
賃
金　

週
37
・
5
時
間（
昼

夜
2
交
代
制
）、
月
額
18
万
円
程
度（
夜

間
勤
務
手
当
含
む
）

問　

清
掃
工
場　

☎
23-

0
2
7
7
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InformationInformation は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

「
一
店
逸
品
」参
加
店
舗

　

研
究
会
を
通
じ
て
こ
だ
わ
り
の
逸
品
な

ど
の
開
発
や
発
掘
を
行
い
、「
逸
品
フ
ェ

ア
」
で
披
露
す
る
、
一
店
逸
品
事
業
の
参

加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
切　

3
月
31
日
㈫

●
対
象　

市
内
の
小
売
店
舗

※
4
月
9
日
㈭
に
事
例
発
表
会
を
開
催

問　

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社　

　
　

☎
26-

1
1
0
0

　
　

商
業
観
光
課　

☎
23-
2
9
8
3

都
城
育
英
会
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
都
城
市
・
三
股
町
出
身
で
、
保
護
者
が

都
城
市
・
三
股
町
に
居
住
し
て
い
る
人

②
平
成
21
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
に
進
学

す
る
人　

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

●
定
員（
予
定
）　

34
人

●
貸
与
額　

月
額
3
万
円（
無
利
子
貸
与
）

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
総
合

支
所
管
内
の
各
教
育
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
三
股
町
教
育
課
、
市
内
・
三
股

町
内
の
各
高
校

問　

4
月
10
日
㈮
〜
20
日
㈪
に
、
都
城

育
英
会
事
務
局（
学
校
教
育
課
内
）　

☎
23-

2
1
6
1

 

催　

し

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高
城

●
日
時　

3
月
29
日
㈰　

11
時
〜
16
時　

※
雨
天
決
行

●
場
所　

観
音
池
公
園
東
側
ス
テ
ー
ジ

●
内
容　

高
城
プ
ロ
レ
ス
、
浜
崎
奈
津
子

ラ
イ
ブ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
抽
選
会
ほ
か

問　

高
城
町
商
工
会　

☎
58-

2
0
2
0

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

●
日
時　

3
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
弓
道
家
に

よ
る
競
技
大
会（
中
学
・
高
校
・
一
般
の

部
）、
都
城
大
弓
の
展
示
販
売

問　

都
城
観
光
協
会　

☎
23-

2
4
6
0

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド・フ
ォ
ー
ラ
ム

 in
べ
い
す
ん

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

3
月
14
日
㈯　

10
時
〜
21
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

障
が
い
者
対
象
の
企
業
合
同
面

談
会
、
職
場
体
験
実
習
、
浅
野
史
郎
さ
ん

（
前
宮
城
県
知
事
）
に
よ
る
講
演（
チ
ケ
ッ

ト
1
、5
0
0
円
）
な
ど

問　

福
祉
べ
い
す
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
　

☎
39-

4
9
0
5

春
だ
ッ
 ! !

わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

3
月
29
日
㈰　

※
雨
天
中
止

　
　
　
　

9
時
集
合
、
9
時
30
分
出
発

●
コ
ー
ス　

く
ま
そ
広
場（
関
之
尾
町
）

を
出
発
し
、
母
智
丘
桜
並
木
で
折
り
返
し

て
く
ま
そ
広
場
に
戻
る
約
10
㌔

●
定
員　

1
2
0
人　

※
先
着
順
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
費　

3
0
0
円

※
昼
食
・
保
険
料
を
含
む

●
そ
の
他　

飲
料
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・

雨
具
は
各
自
持
参

問　

3
月
16
日
㈪
ま
で
に

都
城
観
光
協
会　

☎
23-

2
4
6
0

高
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催

高
城
再
発
見
事
業

　

高
城
地
区
に
関
係
す
る
文
化
財
や
史
跡

を
巡
り
ま
す
。

●
日
時　

3
月
22
日
㈰　

9
時
〜
16
時

●
集
合
場
所　

高
城
地
区
公
民
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

⬇
仙
厳
園（
尚
古
集
成
館
）⬇
維
新
ふ
る

さ
と
館（
と
も
に
鹿
児
島
市
）

●
定
員　

60
人　

※
先
着
順

●
参
加
費　

大
人
1
、0
0
0
円　

高
校

生
以
下
5
0
0
円　

※
施
設
入
館
料
・
保
険
料
含
む

問　

3
月
16
日
㈪
ま
で
に

高
城
教
育
課　

☎
58-

2
3
1
7
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催　

し

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

●
日
時　

3
月
26
日
㈭　

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
20
時
55
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象　

都
城
圏
域
で
企
業
経
営
な
ど
を

行
っ
て
い
る
40
歳
以
下
の
人

●
内
容　

田
阪
譲
二
さ
ん（
み
や
ぎ
ん
経

済
研
究
所
常
務
理
事
）に
よ
る
講
演
「
内
外

の
経
済
動
向
と
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
」

問　

3
月
17
日
㈫
ま
で
に

都
城
青
年
会
議
所　

☎
23-

0
5
0
2

山
田
地
区

福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

●
日
時　

3
月
15
日
㈰　

10
時
〜
14
時

●
場
所　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

初は
つ

鹿が

野の

聡
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
よ

た
け
郷
ハ
ー
ト
ム
理
事
長
）
に
よ
る
福
祉

講
演「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
！
」、
子
育

て
広
場
、
車
い
す
体
験
、
福
祉
活
動
パ
ネ

ル
展
示
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問　

山
田
地
区
地
域
福
祉
協
議
会

　
　

☎
64-

2
2
0
0

み
や
こ
ん
じ
ょ
な
ら
認
知
症
で
も
大
丈
夫
！

認
知
症
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
無
料
）

●
日
時　

3
月
21
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

長
谷
川
和
夫
さ
ん（
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ

る
講
演
、
事
例
発
表
な
ど

●
定
員　

4
5
0
人　

※
先
着
順
に
整
理
券
を
発
行

問　

3
月
13
日
㈮
ま
で
に

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

 

講
座·

教
室

き
ら
り
体
験
教
室

　

5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
英
会
話
】

●
日
時　

毎
週
木
曜
日（
4
月
9
日
〜
5

月
14
日　

※
全
6
回
）　

15
時
〜
17
時

●
場
所　

五
十
市
地
区
公
民
館

●
参
加
費　

3
、0
0
0
円

※
材
料
費
1
2
0
円
、
冷
暖
房
費
は
別

●
申
込
締
め
切
り　

3
月
31
日
㈫

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

よ
か
・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

5
人
以
上
で
開
催
。
学
習
料
は
1
回
5

0
0
円
〜
7
5
0
円（
学
習
料
は
人
数
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
で
、
教
材
費
・
冷

暖
房
費
は
別
で
す
。

【
社
交
ダ
ン
ス（
初
級
）教
室
】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日　

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

寄
せ
植
え
教
室
 in
母
智
丘
公
園

●
日
時　

3
月
29
日
㈰　

10
時
〜
11
時

●
場
所　

母
智
丘
公
園

●
内
容　

初
級
者
に
も
取
り
組
み
や
す
い

寄
せ
植
え
教
室

●
参
加
料　

1
、
0
0
0
円

※
材
料
費
込
み
。
作
業
用
手
袋
各
自
持
参

●
定
員　

30
人（
1
家
族
1
申
し
込
み
）

※
先
着
順

問　

3
月
9
日
㈪
〜
3
月
19
日
㈭
の
間

に
、
商
業
観
光
課　

☎
23-

2
6
1
5

市
民
公
開
講
座（
無
料
）

●
日
時　

4
月
4
日
㈯　

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

井
上
博
水
さ
ん（
都
城
市
北
諸

県
郡
医
師
会
東
洋
医
会
会
長
）
に
よ
る
講

演「
体
調
を
良
く
す
る
食
養
生
」

●
定
員　

1
0
0
人

問　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
、
都
城
市
北
諸

県
郡
医
師
会

☎
22-

0
7
1
1　

FAX 
25-

5
7
3
0
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教
育
集
会
所
主
催
教
室

 

一
般
成
人
の
初
心
者
が
対
象
で
、
開
講

期
間
は
5
月
〜
翌
年
3
月
の
予
定
で
す
。

●
受
講
料　

年
間
5
、0
0
0
円
程
度

　
　
　
　
　
（
教
材
費
・
材
料
費
は
別
）

●
そ
の
他　

教
室
生
は
別
途
計
画
す
る
人

権
講
座
の
年
1
回
の
受
講
が
必
要

【
広
原
教
育
集
会
所
】

●
内
容（
定
員
）・
日
時

問　

3
月
16
日
㈪
〜
4
月
17
日
㈮
の
9

時
〜
16
時
に
、
本
人
が
直
接
広
原
教
育
集

会
所（
☎
24-

4
4
7
7
）で
申
し
込
み

【
梅
北
教
育
集
会
所
】

●
内
容
・
日
時

問　

3
月
16
日
㈪
〜
4
月
17
日
㈮
の
9

時
〜
16
時
に
、
本
人
が
直
接
梅
北
教
育
集

会
所
で
申
し
込
む
か
、
電
話（
☎
39-

0
2

8
8
）で
申
し
込
み

 

相　

談

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

3
月
17
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
2
階
会
議
室

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

行
政
相
談（
無
料
）

●
日
時　

3
月
19
日
㈭　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
大
丸
7
階

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

3
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
1
階
）

3
月
27
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

太
極
拳（
35
人
）

  

第
1
・
3
火
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

水
彩
画（
20
人
）

  

第
1
・
3
火
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

民
踊（
25
人
）

  

第
1
・
3
水
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

料
理（
20
人
）

  

第
1
・
3
木
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス（
夜
）（
20
人
）

  

第
1
・
3
木
曜
日　

20
時
〜
22
時

生
け
花（
25
人
）

  

第
1
・
3
金
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス（
昼
）（
20
人
）

  

第
2
・
4
月
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

パ
ソ
コ
ン（
20
人
）

  

第
2
・
4
火
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

  

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
各
自
持
参

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー（
15
人
）

  

第
2
・
4
水
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

書
道（
20
人
）

  

第
1
・
3
月
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス（
25
人
）

  

第
2
・
4
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

生
け
花

  

第
2
・
4
木
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス

  

第
2
・
4
水
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

書
道

  

第
2
・
4
月
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

舞
踊

  

第
2
・
4
木
曜
日　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

俳
句

  
第
3
火
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

手
芸

  

第
1
・
3
火
曜
日　

20
時
〜
22
時

園
芸（
菊
作
り
）

  

第
2
・
4
水
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

カ
ラ
オ
ケ

  

第
2
・
4
火
曜
日　

20
時
〜
22
時

絵
画（
水
彩
・
油
絵
）

  

第
1
・
3
水
曜
日　

9
時
〜
11
時

ヨ
ガ

  

第
2
・
4
金
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

料
理

  

第
2
・
4
火
曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

フ
ラ
ダ
ン
ス

  

第
1
・
3
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

カ
ラ
オ
ケ（
40
人
）

  

第
2
・
4
金
曜
日　

20
時
〜
22
時

●
定
員　

各
教
室
10
〜
20
人
程
度
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相　

談

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

3
月
18
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部　

　
　

☎
25-

3
2
4
0　

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

3
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

3
月
24
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン・く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
配

偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
38-

0
5
1
1

※
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時

 

お
知
ら
せ

万
一
の
事
故
に
備
え
て　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

平
成
21
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
受

け
付
け
が
3
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど

も
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。
加
入
依
頼
書
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
、総
合
支
所
管
内
の
各
教
育
課
、

各
地
区
公
民
館
、
都
城
運
動
公
園
体
育
館

事
務
所
、
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
前
年
度
加
入
団
体

に
は
、
3
月
上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

●
対
象　

グ
ル
ー
プ（
団
体
）活
動
中
の

事
故
、
グ
ル
ー
プ（
団
体
）活
動
へ
の
往

復
中
の
事
故

●
期
間　

4
月
1
日
〜
22
年
3
月
31
日

※
4
月
1
日
以
降
の
入
金
の
場
合
は
、
入

金
日
の
翌
日
よ
り
有
効

●
加
入
方
法

◎
銀
行
な
ど
で
の
加
入

　

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
け
金
を
添
え
て
指
定
銀
行
（
宮
崎
銀

行
）
の
窓
口
に
提
出　

※
指
定
銀
行
か
ら

の
掛
け
金
振
り
込
み
に
は
一
律
50
円
の
手

数
料
、
そ
の
他
の
銀
行
や
郵
便
局
は
各
金

融
機
関
の
通
常
振
り
込
み
手
数
料
が
必
要

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム

「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」
で
加
入
後
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
掛
け
金
を
入
金

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.sportsanzen.org

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム

　
「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

　

http://w
w
w.spokyo.jp/spoannet.htm

l

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
23-

9
5
4
6

公
園
使
用
申
請
場
所
の
変
更

　

4
月
1
日
か
ら
次
の
公
園
使
用
申
請
場

所
が
変
わ
り
ま
す
。

【
母
智
丘
公
園
・
母
智
丘
公
園
多
目
的
広

場
・
く
ま
そ
広
場
・
関
之
尾
公
園
】

●
新
し
い
申
請
場
所

　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37-

2
9
2
9

【
金
御
岳
公
園
】

●
新
し
い
申
請
場
所

　

中
郷
商
工
会　

☎
39-

0
3
3
4

※
4
月
分
の
申
請
は
3
月
末
ま
で
商
業
観

光
課
で
の
申
請
と
な
り
ま
す　

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
6
1
5
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麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

平
成
20
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
2
期
〜
4
期
に
つ
い
て
は
、

接
種
期
限
が
近
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　
【
１
期
】
1
歳
〜
2
歳
未
満（
こ

の
間
に
1
回
接
種
）　
【
２
期
】
平
成
14
年

4
月
2
日
〜
15
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人（
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
人
）　

【
３
期
】
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
8
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人（
現
在
中
学
1
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）　
【
４
期
】
平

成
2
年
4
月
2
日
〜
3
年
4
月
1
日
に
生

ま
れ
た
人
（
現
在
高
校
3
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
）

●
接
種
料
金　

対
象
年
齢
内
の
人
は
無
料

※
2
〜
4
期
の
人
は
3
月
31
日
ま
で
無
料

●
そ
の
他　

次
の
人
は
対
象
外
で
す

①
す
で
に
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人

②
右
記
1
〜
4
期
の
接
種
対
象
者
で
、
平

成
20
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
接

種
を
済
ま
せ
た
人

※
3
・
4
期
は
平
成
20
年
度
か
ら
5
年
間

の
経
過
措
置
で
す
。
1
・
2
期
の
人
が

3
・
4
期
の
対
象
年
齢
に
な
っ
た
時
に

接
種
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
収
集

●
収
集
す
る
も
の　

肥
料
袋
、
農
薬
袋
、

ベ
ー
ラ
ー
ラ
ッ
プ
、
暖
房
用
ダ
ク
ト
、
Ｐ

Ｏ
系
フ
ィ
ル
ム
、
谷
シ
ー
ト
、
ポ
リ
ポ
ッ

ト
、
ポ
リ
マ
ル
チ
、
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ

※
止
水
シ
ー
ト
、
農
薬
ビ
ン
、
育
苗
セ
ル
、

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん

●
日
時　

3
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社
都
北

営
業
所（
Ｊ
Ａ
家
畜
市
場
付
近
）

●
費
用　

処
理
券
が
あ
る
人
は
権
利
量
分

の
み
無
料
、
処
理
券
が
な
い
人
は
1
㌔
当

た
り
22
円
5
銭（
現
金
徴
収
）

●
そ
の
他　

印
鑑
持
参
の
上
、
乾
燥
さ
せ

た
も
の
を
10
㌔
程
度
に
束
ね
、
同
種
の
資

材
で
縛
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

問　

農
政
課　

☎
23-

2
7
6
8

市
政
広
報
番
組

「
住
め
ば
都
ん
じ
ょ
」

●
放
送
日
時　

3
月
14
日
㈯　

　
　
　
　
　
　

11
時
〜
11
時
30
分

●
タ
イ
ト
ル　
「
都
城
の
底
力
！
〜
選
ば

れ
る
理
由　

Vol
・
4　

観
光
〜
」

●
内
容　

島
津
ゆ
か
り
の
史
跡
や
文
化
施

設
の
ほ
か
、
市
内
有
数
の
観
光
地
を
紹
介

し
な
が
ら
都
城
の
魅
力
を
伝
え
ま
す

●
放
送
局　

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

都
城
市
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
 （案）

　

都
城
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
（案）
に
つ
い
て
、
意
見
の
概
要
と
そ
れ

に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

●
公
表
時
期　

3
月
2
日
㈪
〜

●
公
表
の
場
所　

総
務
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
東
館
2
階
）、
各
総

合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

問　

総
務
課　

☎
23-

2
1
2
9

県
の
事
務・権
限
の
一
部
移
譲

　

4
月
1
日
か
ら
次
の
事
務
や
権
限
の
一

部
が
市
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
ガ
ス
用
品
の
販
売
事
業
者
へ
の
立
ち
入

り
検
査
な
ど
に
関
す
る
事
務

　
【
ガ
ス
事
業
法
】

・
販
売
事
業
者
か
ら
の
報
告
徴
収

・
販
売
事
業
者
へ
の
立
ち
入
り
検
査

・
ガ
ス
用
品
の
提
出
命
令

問　

消
防
局
予
防
課　

☎
22-

8
8
8
4

●
都
市
計
画
施
設
な
ど
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
の
許
可
な
ど
に
関
す
る
事
務

【
都
市
計
画
法
】

・
都
市
計
画
事
業
認
可
後
の
事
業
地
内
に

お
け
る
建
築
の
許
可
お
よ
び
許
可
に
係

る
施
工
者
か
ら
の
意
見
聴
取

問　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2
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お
知
ら
せ

車
の
乗
り
入
れ
口
の

歩
道
切
り
下
げ

　

歩
道
の
設
置
し
て
あ
る
道
路
で
、
車

道
か
ら
宅
地
内
に
乗
り
入
れ
す
る
た
め
、

縁
石
の
撤
去
や
歩
道
の
切
り
下
げ
工
事

を
実
施
す
る
場
合
は
、
道
路
を
管
理
す

る
行
政
機
関
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
市
の
維
持
管
理

課
へ
申
請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
場
合
の

工
事
費
用
は
す
べ
て
申
請
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
車
道
に
突
き
出
し
た
仮
設

乗
入
れ
口
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
、
大
変
危
険
で
す
。
正
規
の
手
続
き

を
経
て
施
工
し
ま
し
ょ
う
。

問　

維
持
管
理
課　

☎
23-

2
7
5
2

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧・縦
覧（
無
料
）

●
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時　

※
12
時
〜
13
時
は
除
く

【
閲
覧
】

　

平
成
21
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
自
分
の
資
産
の
所
在
地
や

地
番
、
評
価
額
、
税
額
な
ど
を
確
認
で

き
ま
す

※
4
月
初
旬
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書

添
付
の
課
税
明
細
と
同
じ
内
容

●
場
所　

資
産
税
課（
市
役
所
西
館
2

階
）、
各
総
合
支
所
財
務
課
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

（
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
相
続
人
）

※
代
理
で
の
閲
覧
に
は
委
任
状
が
必
要

●
そ
の
他　

台
帳
の
内
容（
評
価
額
に

つ
い
て
は
評
価
替
年
度
の
み
）
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
通
知
書

を
受
け
取
っ
て
か
ら
60
日
以
内
に
、
市

長
に
対
し
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

【
縦
覧
】

　

市
内
に
あ
る
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、

平
成
21
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す

●
場
所　

資
産
税
課（
市
役
所
西
館
2

階
）、
各
総
合
支
所
財
務
課

●
対
象

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

市
内
に
所

在
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る
納
税
者

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

市
内
に
所

在
す
る
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
納
税
者

●
縦
覧
で
き
る
内
容

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

所
在
、
地

番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評

価
額

※
納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、
課
税

標
準
額
、
税
額
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

【
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の
】

　

免
許
証
な
ど
身
分
証
明
で
き
る
も
の

（
法
人
は
代
表
者
印
）、
納
税
義
務
者
が

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
相
続
人
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類（
納
税
通
知

書
も
可
）が
必
要
で
す

問　

資
産
税
課　

☎
23-

2
1
2
4

　
　

各
総
合
支
所
財
務
課

　
　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

「
都
城
広
域
都
市
計
画
西
都
城
駅
東
口
地
区
」

地
区
計
画
の
変
更

【
地
区
計
画
変
更
案
の
縦
覧
】

●
期
間　

3
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫　

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

都
市
計
画
課

【
地
区
計
画
変
更
案
に
対
す
る
意
見
書
】

　
「
都
城
広
域
都
市
計
画
西
都
城
駅
東

口
地
区
」地
区
計
画
の
変
更
案
に
つ
い

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す●
期
間　

4
月
1
日
㈬
〜
7
日
㈫　

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

都
市
計
画
課

問　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

●
対
象　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、

新
規
学
校
卒
業
予
定
者

※
参
加
無
料

●
日
程
・
会
場

4
／
18
㈯

東
京
会
場（
都
道
府
県
会
館
）

5
／
9
㈯

福
岡
会
場（
天
神
ビ
ル
）

5
／
23
㈯

大
阪
会
場（
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
）

●
時
間　

13
時
〜
16
時

●
参
加
企
業　

県
内
で
就
業
す
る
人
材

を
募
集
す
る
企
業（
参
加
企
業
は
、
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
）

問　

宮
崎
県
労
働
政
策
課　

　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
1
0
9

【
地
区
計
画
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会
】

●
日
時　

3
月
12
日
㈭　

19
時
〜

　
　
　
　

3
月
16
日
㈪　

15
時
〜

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館（
松
元
町
）

セットバック線

蔵原通線 国道10号西
都
城
駅

地区計画の区域
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InformationInformation は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

市
営
墓
地
で
の
盗
難
に
注
意

　

彼
岸
も
近
づ
き
、
墓
参
り
の
機
会
も

増
え
て
き
ま
す
が
、
市
営
墓
地
内
で
置

引
、
車
上
荒
ら
し
な
ど
の
盗
難
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
水
く
み
や
花
あ
げ

な
ど
、
目
を
離
し
た
わ
ず
か
な
時
間
に

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
に
は
施

錠
し
、
貴
重
品
は
手
放
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で

盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
自
己
防
衛
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
被
害
に
遭
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
墓
地
管
理
事
務

所
へ
報
告
し
、
必
ず
最
寄
り
の
警
察
へ

被
害
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
上
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
ち
り
や
枯
れ
花
な
ど
は
必
ず
指
定
さ

れ
た
ち
り
置
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

②
枝
木
な
ど
は
50
㌢
以
内
に
切
り
、
雑

草
な
ど
は
土
を
よ
く
落
と
し
て
ち
り

置
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

③
家
庭
の
ご
み
な
ど
は
絶
対
に
持
ち
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い

④
隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
定
期

的
に
清
掃
や
せ
ん
定
を
し
ま
し
ょ
う

⑤
周
辺
住
民
の
車
の
出
し
入
れ
な
ど
に

支
障
を
来
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
墓

地
駐
車
場
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い

⑥
犬
猫
の
ふ
ん
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

墓
地
内
で
散
歩
を
し
た
り
、
え
さ
な

ど
を
置
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
裁
判
員
制

度
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
が
裁
判

員
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
…
。
今

回
は
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
思
い

浮
か
ぶ
素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Q
裁
判
所
に
は
ど
ん
な
服
装
で
行
け
ば
い
い
の
？

Ⓐ
常
識
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
服

装
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
裁
判
官
は
黒
い
服

を
着
ま
す
が
、
裁
判
員
は
私
服
で
参
加
し

ま
す
。
た
だ
し
、
品
位
を
損
な
う
よ
う
な

服
装
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

Q
責
任
重
大
で
気
が
重
い
の
で
す
が
？

Ⓐ
こ
の
制
度
で
は
、
裁
判
員
が
一
人
で
裁

く
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
裁
判
員
や
裁
判

官
と
一
緒
に
結
論
を
見
つ
け
出
し
て
い
き

ま
す
。
有
罪
、
無
罪
と
量
刑
の
判
断
は
全

員
が
真
剣
に
議
論
し
た
結
果
と
し
て
導
き

出
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
一
人
の
裁
判
員

に
過
重
な
負
担
が
掛
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Q
裁
判
で
見
聞
き
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　

話
し
て
も
い
い
の
？

Ⓐ
公
開
の
法
廷
で
見
聞
き
し
た
こ
と
や
、

裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参
加
し
た
感
想
で

あ
れ
ば
話
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

評
議
の
内
容
や
評
議
以
外
の
こ
と
で
も
裁

判
員
と
し
て
職
務
を
行
う
に
当
た
っ
て

知
っ
た
こ
と
は
話
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

Q
判
決
書
に
裁
判
員
の
名
前
は
載
る
の
？

Ⓐ
判
決
書
は
裁
判
官
が
作
成
し
ま
す
が
、

裁
判
員
の
名
前
は
載
り
ま
せ
ん
し
、
署
名

押
印
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
顔
や
身
元
を
知
ら
れ
て
も
危
険
は
な
い
の
？

Ⓐ
裁
判
員
や
そ
の
家
族
を
脅
し
た
人
は
、

2
年
以
下
の
懲
役
な
ど
厳
し
く
処
罰
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
へ
の
不
当
な
接
触

の
き
っ
か
け
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、「
評
議
の
秘
密
を
守
る
義
務
」が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
員
の
誰
が
ど
の

よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
か
が
分
か
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

問　

宮
崎
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　

☎
0
9
8
5-

23-

2
2
6
3

最
終
回（
全
６
回
）

休日急病診療機関　　
●診療時間  9：00～18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
3/15
（日）

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
ベテスダクリニック（内） 22-1700
竹田内科（内） 38-1036
ながはま整形外科（整） 46-7188
山下医院（胃・外） 52-1348
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
井上歯科 25-8573

3/20
（金）

相良内科（内） 22-4086
児玉小児科（小） 25-5570
田中隆内科（内） 52-0301
福田クリニック（外・循・内） 46-1122
速見医院（泌） 24-8344
たき心療内科（心内・精・神内） 46-9191
内之浦歯科医院 24-8022

3/22
（日）

柳田病院（小・内） 22-4682
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
瀬ノ口内科（内） 25-7780
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
石井皮膚科（皮） 23-4588
吹上耳鼻科（耳鼻） 21-4133
大岐歯科医院 24-6488

3/29
（日）

三嶋内科（内） 24-7171
豊栄クリニック（内・リハ・精） 39-2525
政所医院（内・小） 58-2171
野口脳神経外科（脳外科） 47-1800
安藤医院（消・外・内） 39-2226
くぼた眼科（眼） 26-3100
梅北歯科医院 22-1648

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
3/15 ㈰ トロン、みやこ、ひむか三股店
3/20 ㈮ わかば、プリマリー
3/22 ㈰ 東町、そうごう都原店、ひむか都城店、

古川調剤、友愛
3/29 ㈰ 下長飯、高城、つかさ、とよみつ調剤、

たかお

みやざき医療ナビ
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「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

□名作の新訳はいかが？
　サン＝テグジュペリの名作『星の
王子さま』。近年、いろいろな翻訳家
が新訳しているのをご存知ですか？　
これは、彼の作品の日本国内での著
作権保護期間が切れたためです。
　そのほかにも、『カラマーゾフの兄
弟』『嵐が丘』『白鯨』などさまざまな
作家の古典文学の新訳が続々出版
され、これまでのものに比べて、より読
みやすくなっています。読み比べて、い
ろいろな味わいを楽しんでみてはいか
がですか？

夜の闇の先にある夜明けの
輝きを信じて、夜間郵便飛行
機の運航に挑む男たち。サン
=テグジュペリの傑作の新訳

星の数ほどもある本の中か
ら、中学生にお薦めの本を星
座のつながりに見立てて紹
介するユニークな読書ガイド

米国初のアフリカ系大統領
になったバラク・オバマとは、
どのような生い立ちを経てき
た人物なのでしょうか？

3
16

4
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

3
／
17
㈫

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

3
／
18
㈬

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

3
／
19
㈭

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
20
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
40
分
〜
16
時
00
分

3
／
21
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

市
営
一
万
城
北
団
地

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

3
／
24
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

3
／
25
㈬

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
15
時
50
分

4
／
7
㈫

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

4
／
8
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

4
／
11
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

市
営
一
万
城
北
団
地

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

4
／
14
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

4
／
15
㈬

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
15
分
〜
15
時
30
分

休館日：3月16日・20日・23日・30日、4月6日、13日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

「
オ
バ
マ

 

Ｙ
Ｅ
Ｓ  

Ｗ
Ｅ  

Ｃ
Ａ
Ｎ
！
」

「
夜
間
飛
行
」

サン=テグジュペリ（著）
片木智年（訳）
PHPエディターズ・グループ（出版）

「
勝
て
る
読
書　

 

14
歳
の
世
渡
り
術
」

豊崎由美（著）
河出書房新社（出版）

ロバータ・エドワーズ（著）
ケン・コール（絵）日当陽子
（訳） 岩崎書店（出版）

本とお話の会
●日時　4月11日㈯ 14：30～
●内容　はなさかじいさん（日本昔話）

おはなしのへや“そらまめ”
●日時　3月26日㈭ 11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
※都城おかしむじ会
　“愉快な四人語り”は
　しばらく休止します

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９



●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

読者の
一言

日本 VS オーストラリア
　2月11日、日本の建国記念の日に日本対オース
トラリアの2010年サッカー・ワールド・カップの予
選試合が横浜で行われました。僕はせっかく日本
に住んでいるので、オーストラリアを応援に行くべ
きだね！！  と思いました。名古屋に住んでいるオー
ストラリア人の友達と東京にいる日本人の友達に声
を掛けて、あとわざわざオーストラリアのアデレー
ド市から来た友達と4人で試合を見に行きました。
寒い中ですごくいい経験ができて、とても楽しい思
い出になりました。オーストラリア人のサポーター
が絶対少ないと思って、みんなで頑張って目立つ
ようなオーストラリアっぽい服を着て応援に行きま
した。日本で買ったカンガルーの着ぐるみを着て、
オーストラリアの国旗も、オーストラリアのジャージ
も、あとカンガルーの風船も持っていって情熱的
な応援をしました。結果は0－0の引き分けだった
けど、両方のチームがよく頑張ったからいい試合
が見られました。日本もオーストラリアも2010年の
ワールドカップへ Let’s Go! ! !

・昨年は主人も私も体の具合が悪くなり、それぞれ入
院して、健康であることが幸福だとあらためて実感
しました。今年は体に気を付けて、一日一日を大事
に生きていきたいです。 （高城町　スーちゃん）

・昨年の振り込め詐欺被害額が約276億円とのこと。
分かっているつもりでも、いざとなると慌てて判断で
きなくなるのでしょうか。気を付けなければなりませ
んね。 （蓑原町　Iさん）

・都城ぼんち市に一度は行ってみたいのですが、地区
の行事と重なり、なかなか行けません。今度開催さ
れる時には、ぜひ行ってみたいと思います。

 （高城町　けいこばあちゃん）

・かかしの里ゆぽっぽで、年に4 回ほど踊りの披露を
しています。舞台に立つと、観客の拍手が一番嬉
しいですね。 （太郎坊町　Tさん）

・昨年4人目の子どもが誕生しました。子育てで忙し
い中でも、時間の許す限り、地域活動にも参加し
ています。一生懸命働いている姿を子どもに見せる
ことも育児だと考えて頑張っています。
 （早水町　Yさん）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中
から一部を紹介します。また、皆さんから寄せられた
ご意見は、今後の広報紙作成に生かしていきます。

ティモシーさん
（オーストラリア）　Vol.11



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご
記
入
が
な
い
場
合
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住
所
　
□
□
□
－
□
□
□
□

お
電
話
番
号
　（
　
　
　
　
）　
　
　
　
―
　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③

　
　　 イベントカレンダー

※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日
・収蔵作品展（3月6日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日
・山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演（3月15日  14：00～）
　※別料金
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　3月16日・23日・30日、4月6日・13日

□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・串だんごの土星を楽しみませんか？（金・土曜日19：00 ～22：00）
※春休み期間中（3/27～4/5）は休まず開館

※3月16日
　～4月15日の日程

都
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2009
年
3
月
号
）Vol.39

3月

27日㈮～
 4月5日㈰

もちお桜まつり［母智丘公園］
問都城観光協会　☎ 23-2460

28日㈯・
 29日㈰

都城弓まつり全国弓道大会
［早水公園体育文化センター］
問都城観光協会　☎ 23-2460

29日㈰
 9:00～

道の駅山之口　春の感謝祭
［道の駅山之口］
問道の駅山之口　☎ 57-5222

29日㈰
 11:00～

さくらフェスタ高城［観音池公園］
問高城町商工会　☎ 58-2020

～29日㈰
商家のひなまつり（雛

ひな

の宿）
［旧後藤家商家交流資料館］
問旧後藤家商家交流資料館
　☎ 58-6900

～29日㈰ ひなかざりと工芸展　［高城郷土資料館］
問高城郷土資料館　☎ 58-5963

4月

4日㈯
 10:30～

12番街かっぱげんき市
［中央通り12番街］
問商業観光課　☎ 23-2983

12日㈰
 8:00～

あじさい市　［山之口勤労福祉センター］
問あじさい市部会　☎ 57-2016

12日㈰
 10:00～

くまその里よろず市　［滝の駅せきのお］
問くまその里よろず市実行委員会
　☎ 37-0373

3/16
～4/15
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編 集 後 記
　早いもので、年が明け２カ月が過ぎました。この間、
今年１年の無病息災や五穀豊

ほうじょう

穣を祈願する正月行事「オ
ネッコカッコ」や「カセダウイ」、「ベブどん」などが市内
のあちらこちらで行われました。中には中断していたもの
を再興した地域もあり、郷土を愛する気持ちが伝わって
きます。大人から子どもへ、そして次の世代に伝えられ
る伝統行事。伝えていく苦労も多いと思いますが、地域
の財産として今後も大切に育ててほしいと思います。（栗）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　①6：50～　②11：50～　③17：50～
④20：50～　⑤22：50～

＜今後の放送予定＞
3月21日～ 31日
　「もちお桜まつり」
4月 1日～ 10日
　「長峯市長の市政リポート⑧」
4月11日～ 20日
　「高崎町どろんこバレーボール祭」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
今
月
号
の
表
紙
で
紹
介
し
た
、
2
月
1
日
に
行
わ

れ
た
駅
伝
大
会
は「
○
○
○
駅
伝
競
走
大
会
」

■問
②
特
集「
み
や
こ
ん
じ
ょ
学
の
ス
ス
メ
Ⅱ
」で
紹
介
し

た
の
は「
○
○
○
の
肉
の
ま
ち
」

■問
③
本
市
出
身
の
上
原
勇
作
が
陸
軍
大
臣
に
就
任
し
た

の
を
記
念
し
て
大
正
3
年
に
設
立
さ
れ
た
の
は

　
　
「
○
○
文
庫
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
3
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885-

8
5
5
5　

市
役
所

秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
産
品
推
奨

品（
特
別
栽
培
米
ぼ
ん
ち
そ
だ

ち
2
㌔
、
都
城
茶
さ
ぎ
り
、
地

大
豆
み
そ
、
有
機
ら
っ
き
ょ
う

甘
酢
漬
け
）

◎
商
品
取
扱
事
業
者

「
道
の
駅
」都
城（
都
北
町
）

☎
38-

4
5
6
1

◎
応
募
締
切　

3
月
31
日
㈫　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
5
月
号

◎
1
月
号
当
選
者　

山
元　

清
子
さ
ん
（
都
北
町
）

　

昨
年
、
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
広
報

紙
の
暮
ら
し
の
情
報
を
見
て
、
催
し
や
講
座
に
積
極
的

に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

□
1
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
32
通

◎
正
解　

①
オ
ネ
ッ
コ　

②
大
弓　

③
自
由
回
答

●都城市現住人口

平成21年2月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 70,288世帯（　　　40）
人口総数　168,660人 　（　　 -65）
　　　男　 79,008人 　（　　 -35）
　　　女　 89,652人 　（　　 -30）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

健脚競い合う  「南九州駅伝競走大会」（２月１日）
　今年で 63 回目を迎えた「南九州駅伝競走大会」。
県内外から出場した 51チームの選手たちが、えびの
市から都城市役所までの 61.25
㌔、7区間でたすきをつなぎまし
た。最終区では、昨年に引き続
き出場した東国原知事や昨年11
月に都城圏域地場産品宣伝大使
に任命されたタレントの猫ひろし
さんらが力走し、沿道からのひ
ときわ大きな声援に笑顔で応え
ていました。
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都城
島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

  平成16年に都城島津家から都城市が寄贈を受
けた「都城島津家史料」約１万点を有効活用
するため、市では平成21年まで詳細な調査を
行い、目録を作成します

名宝
その10

　都城島津家第25代久静が着用したといわれて
いる陣羽織。赤いラシャ（羊毛織物）地にビロード
や銀モールの装飾など、当時はなかなか手に入ら
なかった高価な素材が使われています。
　久静は島津斉彬の弟・久光の娘婿で、久光に京
都警護と朝廷の守護を命じられた人物。本来は大
名クラスの人物が担うべき大役を命じられるほど久
光からの信頼が厚かったものの、京都到着後病に
倒れ、30歳の若さで急逝しました。

緋羅紗地丸に十字紋陣羽織
ひらしゃじまるにじゅうじもんじんばおり

INFORMATION

だ  よ  り

交プラ

ひさなが

なりあきら

●日時：５月10日㈰ 
      　　18：30開場　19：00開演
●会場：ウエルネス交流プラザ ムジカホール
●料金：一般　3,700円　小～高校生　2,700円
　　　　※終演後、CD販売、サイン会あり
●出演：藤原道三（尺八）、古川展生（チェロ）、
　　　　妹尾　武（ピアノ）
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ　
           　　　　TEL26-7770

第17回ムジカの夕べ
「KOBUDO-古武道-コンサート 勇壮の舞」

布袋寅泰

●日時：5月17日㈰
　　　　16：45開場　17：30開演　
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●チケット：【全席指定】7,500円
　　　　　　※３月発売予定
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　
　　　　　　　TEL23-7140
 （チケット専用電話　TEL23-7190）

音楽が、人が、心が、交わる時

GUITARHYTHM Ⅴ
TOUR


